
JP 5389814 B2 2014.1.15

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験体に超音波を照射部により照射され、前記被験体からの超音波信号を検出部により
検出した検出結果を記憶し、記憶された検出結果より検出タイミングの異なる少なくとも
２フレーム画像データを作成する画像データ作成ステップと、
　前記画像データを複数フレーム用い、所定の動きベクトル解析処理に基づき動きベクト
ル分布像を形成する動きベクトル分布像作成ステップと、
　設定された複数の関心領域であるＲＯＩに基づいて、選択された方法にて前記動きベク
トル分布像からスカラー分布像へ変換する変換ステップと、を有し、
　前記変換ステップは、
前記動きベクトル分布内に着目する小領域ＲＯＩを設定し、ＲＯＩ内のビーム方向成分と
方位方向成分を実数成分と虚数成分に置換して複素行列に変換する第１処理ステップと、
前記複素行列を固有値展開処理して固有値行列を求める第２処理ステップと、
前記固有値行列から各固有値の絶対値の最大値か、あるいは各固有値の絶対値の総和を求
めて１つのスカラー値を決定する第３処理ステップと、
前記動きベクトル分布内の複数のＲＯＩで前記第1処理ステップから第３処理ステップま
でを実施してスカラー分布像を作成する
ことを特徴とする超音波画像処理方法。
【請求項２】
　前記変換ステップの前記第１処理ステップは、
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前記ＲＯＩ内においてビーム軸に沿ったビーム方向とそれに直交する方位方向の各々に対
して空間一次微分フィルタを施してビーム方向微分値と方位方向微分値を算出し、前記ビ
ーム方向微分値と前記方位方向微分値に基づき、実数成分と虚数成分からなる前記複素行
列を生成する
ことを特徴とする請求項１に記載の超音波画像処理方法。
【請求項３】
　前記第３処理ステップは、
　設定された前記ＲＯＩにおいてビーム方向と方位方向とに空間一次微分フィルタを施し
て微分値情報を算出し、前記微分値情報に基づいて歪みテンソルを求める演算を実施して
スカラー値を決定する
ことを特徴とする請求項１に記載の超音波画像処理方法。
【請求項４】
　前記第３処理ステップは、
設定された前記ＲＯＩにおいてビーム方向かあるいは方位方向で隣接する２つのベクトル
毎に内積計算を行ってスカラー値を決定し、
　前記動きベクトル分布内の複数のＲＯＩで決定したスカラー値からスカラー分布を作成
する
ことを特徴とする請求項１に記載の超音波画像処理方法。
【請求項５】
　前記第３処理ステップは、
　設定された前記ＲＯＩにおいてビーム方向かあるいは方位方向で隣接する２つのベクト
ル毎に外積計算を行ってテンソル値を求め、テンソル値かあるいはその絶対値からスカラ
ー値を決定する
ことを特徴とする請求項１に記載の超音波画像処理方法。
【請求項６】
　前記第３処理ステップは、
設定された前記ＲＯＩにおいて、ベクトル分布をビーム方向成分スカラー分布と方位方向
成分スカラー分布とに分解し、前記各方向のスカラー分布毎に類似度フィルタを適用して
、適用結果の各スカラー分布から平滑化されたベクトル分布を構成し、前記平滑化された
ベクトル分布に対してＲＯＩ内のビーム方向成分と方位方向成分を実数成分と虚数成分に
置換して複素行列に変換し、スカラー値を決定する
ことを特徴とする請求項１に記載の超音波画像処理方法。
【請求項７】
　二次元アレイ状超音波探触子を使用してビーム方向及び方位方向と直交するスライス方
向を追加した三次元画像情報を取得する場合には、
　前記第３処理ステップは、
　設定した前記ＲＯＩにおいて、ベクトル分布をビーム方向成分スカラー分布と方位方向
成分スカラー分布とスライス方向成分スカラー分布とに分解し、前記各方向のスカラー分
布毎に類似度フィルタを適用して、適用結果の各スカラー分布から平滑化されたベクトル
分布を構成し、スカラー値を決定する
ことを特徴とする請求項１に記載の超音波画像処理方法。
【請求項８】
　超音波を被検体に照射する照射部と、
　前記被検体からの超音波信号を検出する検出部と、
　前記検出部の検出結果に基づいて検出タイミングの異なる少なくとも２フレームの画像
データを作成する画像データ作成部と、
　前記画像データを複数フレームを用い、所定の動きベクトル解析処理に基づきベクトル
分布像を作成する動きベクトル分布像作成部と、
　前記動きベクトル分布像をスカラー分布像へ変換する変換方法を選択する選択部と、
　選択された前記変換方法に基づいて、前記動きベクトル分布像からスカラー分布像へ変
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換する変換部とを有し、
　前記変換部は、
　前記動きベクトル分布内に着目する小領域ＲＯＩを設定し、ＲＯＩ内のビーム方向成分
と方位方向成分を実数成分と虚数成分に置換して複素行列に変換する第１処理手段と、
　前記複素行列を固有値展開処理して固有値行列を求める第２処理手段と、
　前記固有値行列から各固有値の絶対値の最大値か、あるいは各固有値の絶対値の総和を
求めて１つのスカラー値を決定する第３処理手段と、
　前記動きベクトル分布内の複数のＲＯＩで前記第１処理手段から前記第３処理手段を実
施してスカラー分布像を作成する
ことを特徴とする超音波画像処理装置。
【請求項９】
　前記変換部の前記第１処理手段は、
　前記ＲＯＩ内においてビーム軸に沿ったビーム方向とそれに直交する方位方向の各々に
対して空間一次微分フィルタを施してビーム方向微分値と方位方向微分値を算出し、前記
ビーム方向微分値と前記方位方向微分値に基づき、実数成分と虚数成分からなる前記複素
行列を生成する
ことを特徴とする請求項８に記載の超音波画像処理装置。
【請求項１０】
　コンピュータを請求項１乃至７のいずれか１項に記載の超音波画像処理方法として機能
させる
ことを特徴とする超音波画像処理プログラム。
【請求項１１】
　被験体に超音波を照射部により照射し、前記被験体からの超音波信号を検出部により検
出した検出結果を記憶し、記憶された検出結果より検出タイミングの異なる少なくとも2
フレーム画像データを作成する画像データ作成ステップと、
　前記画像データを複数フレーム用い、所定の動きベクトル解析処理に基づき動きベクト
ル分布像を形成する動きベクトル分布像作成ステップと、
　前記動きベクトル分布内に着目する小領域ＲＯＩを設定し、ＲＯＩ内のビーム方向成分
と方位方向成分を実数成分と虚数成分に置換して複素行列に変換し、前記複素行列を固有
値展開処理して固有値行列を求め、前記固有値行列を用いて前記動きベクトル分布像から
スカラー分布像への変換を行う変換ステップと、
を有することを特徴とする超音波画像処理方法。
【請求項１２】
　超音波を被検体に照射する照射部と、
　前記被検体からの超音波信号を検出する検出部と、
　前記検出部の検出結果に基づいて検出タイミングの異なる少なくとも２フレームの画像
データを作成する画像データ作成部と、
　前記画像データを複数フレームを用い、所定の動きベクトル解析処理に基づきベクトル
分布像を作成する動きベクトル分布像作成部と、
　前記動きベクトル分布像内に着目する小領域ＲＯＩを設定し、前記ＲＯＩ内のビーム方
向成分と方位方向成分に基づき、実数成分と虚数成分からなる複素行列を生成し、前記複
素行列を固有値展開処理して固有値行列を求め、前記固有値行列を用いて前記動きベクト
ル分布像からスカラー分布像への変換を行う変換部と、
を有することを特徴とする超音波画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，超音波により生体のイメージングを行う際に組織境界を明瞭に識別すること
が可能な超音波画像処理方法及び装置、超音波画像処理プログラムに関する技術である。
【背景技術】
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【０００２】
　医療画像診断に用いられる超音波画像処理装置において，例えば特許文献１に記載され
ているように，診断動画像の小領域の変化量に基づいて組織の弾性係数分布を推定して，
硬さをカラーマップに変換して表示する方法が開示されていた。しかしながら，弾性係数
処理を行うために組織境界に着目すると鮮鋭度が劣化してしまっていた。そこで，特許文
献２に記載されているように，診断動画像の動きベクトルから直接スカラー分布画像を作
成して，組織境界の識別度を向上させる手法があった。
【０００３】
　また，ベクトル分布におけるノイズ除去のためには，例えば特許文献３に記載されてい
るように、一様平滑するローパスフィルタが適用されていた。一方Ｂモード画像（輝度の
スカラー分布）においては，ノイズを除去しつつエッジの鮮鋭度を保持する類似フィルタ
が特許文献３において発明されていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１３５９２９号公報
【特許文献２】特願２００８－０７９７９２号公報
【特許文献３】特開２００４－１２９７７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の方法として，例えば特許文献２では動きベクトルからx方向成分，あるいはｙ方
向成分，あるいはベクトル長さ，あるいは基準方向に対するベクトル角度を求めてその値
でスカラー値分布を作成していた。そのため，全ベクトル情報が縮約されずに，対象画像
によってベクトル分布が正確に反映される場合とされない場合とがあった。
【０００６】
　また，前処理として動きベクトル分布における誤差ベクトルを一様平滑型のローパスフ
ィルタで除去したときに，境界の鮮鋭度が劣化する虜があるという未解決の問題があった
。
【０００７】
　また，部位や診断又は治療目的に応じた分析手法の選択がされていなかったので、部位
や診断又は治療目的により異なる分析手法には対応できなかった。
【０００８】
　本発明の目的は、部位や診断又は治療目的により異なる分析手法に対応可能な超音波画
像処理方法及び装置、超音波画像処理プログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明では，動きベクトルを選択された方法に基づいてスカラー分布に変換する手段を
有する。
【００１０】
　また、本発明では、設定された複数の関心領域（ＲＯＩ）に基づいて前記動きベクトル
分布像からスカラー分布像へ変換する。
【００１１】
　また，本発明では，動きベクトル分布を複素行列に変換してから固有値展開を施す事に
より，混在する変化パターンを固有値に分解してベクトルの振幅と位相とを加味して抽出
できるので，的確な境界識別が可能となる。 また，動きベクトルの各成分毎にスカラー
分布を構築して，ノイズ除去とエッジ保存の両立可能な類似フィルタを各スカラー分布に
適用し，適用結果からベクトル分布を構築することにより境界の鮮鋭度が劣化せずにノイ
ズ除去が可能となる。
【発明の効果】
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【００１２】
　本発明によれば、部位や診断又は治療目的により異なる分析手法に対応可能な超音波画
像処理方法及び装置、超音波画像処理プログラムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の超音波画像処理方法のシステム構成例を示す図である。
【図２】本発明の超音波境界検出方法の処理手順を示す図である。
【図３】本発明における動きベクトル分布の例を示す図である。
【図４】本発明の固有値展開の処理手順を示す図である。
【図５】本発明における浸潤性腫瘍の動きベクトル抽出例を示す図である。
【図６】本発明の固有値展開による超音波境界検出の効果を示す図である。
【図７】本発明における上腕二頭筋の動きベクトル抽出例を示す図である。
【図８】本発明のｄｉｖとｒｏｔによる超音波境界検出の効果を示す図である。
【図９】本発明の動きベクトル類似度フィルタの効果を示す図である。
【図１０】本発明の動きベクトル類似度フィルタの処理手順を示す図である。
【図１１】本発明の動きベクトル類似度フィルタの重み関数例を示す図である。
【図１２】本発明の合成表示方法の処理手順を示す図である。
【図１３】本発明の合成表示方法による表示例を示す図である。
【図１４】化学式等を記載した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の超音波境界検出方法のシステム構成例を図１に示す。超音波素子が一次元に配
列された超音波探触子（プローブ）１は，生体に超音波ビーム（超音波パルス）を送信し
，生体から反射されたエコー信号（受波信号）を受信する。制御系４の制御下で，送波焦
点に合わせた遅延時間をもつ送波信号が送波ビームフォーマ３により出力され，送受切り
替えスイッチ５を介して超音波探触子１に送られる。生体内で反射又は散乱されて超音波
探触子１に戻った超音波ビームは，超音波探触子１によって電気信号に変換され送受切り
替えスイッチ５を介し受波ビームフォーマ６に受波信号として送られる。受波ビームフォ
ーマ６は，９０度位相がずれた2つの受波信号をミキシングする複素ビームフォーマであ
り，制御系４の制御下で受信タイミングに応じて遅延時間を調整するダイナミックフォー
カスを行って，実部と虚部のＲＦ信号を出力する。このＲＦ信号は包絡線検波部７によっ
て検波されてからビデオ信号に変換され，スキャンコンバータ８に入力されて画像データ
（Ｂモード画像データ）に変換される。以上説明した構成は，周知の超音波イメージング
装置の構成と同じである。
【００１５】
　本発明の装置では，スキャンコンバータ8から出力される2フレーム以上の画像データに
基づいて，処理部１０においてまず動きベクトル分布を作成する。次に作成された動きベ
クトル分布をスカラー分布に変換処理する。そして，元の画像データと対応する動きベク
トル分布またはスカラー分布とを合成部１２にて合成処理した後，表示部１３にて表示す
る。
【００１６】
　パラメータ設定部１１では，処理部１０での信号処理のためのパラメータや合成部１２
での表示画像の選択設定等を行う。これらのパラメータは，オペレータ（診断機操作者）
によりユーザインタフェース2から入力される。動画像の表示方法は例えば，元画像とベ
クトル分布画像（またはスカラー画像）とを１画像に合成してディスプレイに表示するか
，あるいは２画像以上の動画像を並べて表示する。
【００１７】
　本発明の処理部１１及び合成部１２における超音波画像処理方法の処理例を図２に示す
。最初にＢモード動画像を入力する。次に所望のフレームとそれと異なる時間のフレーム
との2フレームを抽出する。そして２つのフレームから動きベクトル分布を算出する。動
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きベクトル分布の算出方法は，例えば特許文献２に記載されているようなブロックマッチ
ング方法に基づいて実施する。算出した動きベクトル分布に対してノイズ除去処理を行い
，ノイズ除去した動きベクトル分布をスカラー分布に変換する。そしてスカラー分布画像
と，動きベクトル分布画像あるいはＢモード画像とを合成表示して１画像分の処理を終了
する。所望のフレームを時系列で変化させて合成画像を連続表示することにより合成され
た動画像を表示することが可能となる。ここで，動きベクトル分布を算出するブロックマ
ッチング処理において，算出されるマッチング誤差が事前に設定した閾値以上の場合には
動画を更新しないようにする事により，信頼性の低い画像を表示せず動画ばらつきを抑制
する事が可能となる。あるいはマッチング誤差に対応した指標を画像と併せて表示する事
により，診断機操作者が表示画像の信頼性を判断できる。
【００１８】
　図３に本発明における動きベクトル分布の例を示す。関心領域ＲＯＩ（ｒｅｇｉｏｎ　
ｏｆ　ｉｎｔｅｒｅｓｔ）として，例えばベクトルがｍ×ｎからなる範囲を設定する。本
発明ではベクトル分布において，各ベクトルのｘ方向成分とｙ方向成分とを各々実数部と
虚数部とに置き換えることにより，ｍ行ｎ列の複素行列に変換して処理を施す。
【００１９】
　変換したｍ行ｎ列の複素行列をスカラー値に変換する処理方法として，最初に固有値展
開に基づく方法を説明する。固有値展開による処理手順を図４に示す。まず二次元ベクト
ル分布を数１に示す複素行列に変換する。なお，数１に関しては，図１４に記載がある。
次に変換したｍ行ｎ列の複素行列に対して数２に示す固有値展開を数値計算に基づいて行
い，ｍ行１列の固有値行列を求めて，固有値行列からスカラー値を決定する。
【００２０】
　スカラー値の決定方法は，固有値の絶対値最大や絶対値合計等を用いて，ＲＯＩ内での
大きな変化がスカラー値として反映されるようにする。
【００２１】
　ラットのＶＸ２型腫瘍の症例における本発明による動きベクトル抽出例を図５に示す。
図５　（ａ）はＢモード画像，図５（ｂ）は図５（ａ）のＢモード画像とそれから１フレ
ーム次の画像とからブロックマッチングに基づいて作成した動きベクトル分布である。
【００２２】
　この動きベクトル分布に対してＲＯＩサイズ３×３で各ＲＯＩで固有値展開を実施して
固有値行列を算出し，固有値行列の絶対値最大値の分布を求めた結果が図６（ｂ）となる
。一方，同じフレームにて特許文献２に記載されているベクトル長をスカラー分布に換算
する方法を適用した結果は図６（ａ）である。両者を比較すると，ほぼ上半分を占める腫
瘍部位の境界は同等に検出されているが，下半分の周辺組織内での変化は本発明の図６（
ｂ）の方が明瞭に表示されている事が分かる。ここでは腫瘍の症例を示したが，本発明は
様々な対象への適用が可能であり，例えば体内に挿入した治療用針先位置をモニタリング
する用途にも活用できる。またＲＯＩ形状として３×３の正方型行列を用いて固有値展開
を実施したが，例えば３×５の非正方型のＲＯＩを使用するような場合には固有値展開が
適用出来ないため，非正方型に対応した同等な特異値分解を実施し，固有値の代わりに特
異値を使用する。
【００２３】
　固有値展開の他にもスカラー値を算出する方法がいくつか有る。それらの方法の効果を
示すために，別の例として上腕二頭筋の動きベクトルを図７に示す。図７（ａ）はＢモー
ド画像，図７（ｂ）は図７（ａ）のＢモード画像とそれから１フレーム次の画像とから、
例えばブロックマッチングに基づいて作成した動きベクトル分布である。図５の浸潤性腫
瘍は正常組織と腫瘍との硬さの差異が動きベクトルに反映していたが，上腕二頭筋では異
なる筋肉組織（図中にａｒｅａＡ，ａｒｅａＢ，及びａｒｅａＣで表示）のずれを動きベ
クトルが表す。
【００２４】
　スカラー化の１つの方法として，数３で表されるダイバージェンス（ｄｉｖｅｒｇｅｎ
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ｃｅ，ｄｉｖと略す）を適用することができる。
ｄｉｖは単位面積におけるベクトルの発散量を反映すると解釈できる。計算の方法は，ベ
クトルのｘ成分Ａｘに対してはｘ方向の編微分，ｙ成分Ａｙに対してはｙ方向の偏微分を
実施して，それらの和を求める。尚，超音波画像における測定誤差は，装置構成のためｙ
方向（ビーム方向）がｘ方向（方位方向）より高精度になるので，Ａｙの偏微分値に大き
な重み（例えば０．７），Ａｘの偏微分値に小さな重み（例えば０．３）をかけた重み付
きｄｉｖを適用するとより高精度化を図る事ができる。偏微分の具体的な算出方法は，Ｒ
ＯＩ毎に空間一次微分フィルタ（例えば一般的に画像処理で用いられるソーベルフィルタ
）を適用する。ＲＯＩサイズ３×３でのｙ方向のソーベルフィルタを数４に示す。
【００２５】
　図８（ａ）にｄｉｖを適用した結果を示す。ａｒｅａＡとａｒｅａＢとの境界，及びａ
ｒｅａＢとａｒｅａＣとの境界が明瞭に表示されていることが分かる。ここでは上腕二頭
筋のずれに対する効果を示したが，ｄｉｖは発散量に対応するので，ＨＩＦＵ（Ｈｉｇｈ
　Ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ　Ｆｏｃｕｓｅｄ　Ｕｌｔｒａｓｏｕｎｄ，高密度焦点式超音波）
治療において被検体組織の熱膨張の度合いを治療中に計測するモニタリング制御や治療後
の組織変性の確認，あるいは手術中に食道に置かれた経食道用探触子を用いて心臓の伸縮
の動きをリアルタイムにモニタする用途等で特に有効となる。
【００２６】
　別のスカラー化の方法として，数５に示すローテーション（ｒｏｔａｔｉｏｎ，ｒｏｔ
と略す）を適用する事も可能である。
ｒｏｔは単位面積におけるベクトルの回転量を反映する。具体的な算出方法は，ｙ成分に
対してｘ方向の空間一次微分，ｘ成分に対してｙ方向の空間一次微分を計算し，それらの
差を求める。得られた値はテンソル量と呼ばれる。図８（ｂ）にｒｏｔ処理を適用した結
果を示す。表示ではテンソル量の絶対値を用いている。図より，境界位置がｄｉｖの場合
よりも鮮鋭に抽出できる特性が分かる。
【００２７】
　スカラー化の方法は以上に限定される訳ではなく，２点間の変化を反映する歪テンソル
（式（６）に示す）や，ベクトルの内積値あるいは外積値を適用する方法も可能である。
診断機操作者が着目したい特徴に応じてこれらの方法を切り換えられるように操作パネル
上に切り替えスイッチを具備する。
【００２８】
　抽出した動きベクトル分布には，例えば低Ｓ／Ｎな領域でのブロックマッチング処理で
生じ易い誤差ベクトルが含まれる。そこで誤差を除去するために通常はローパスフィルタ
を適用して平滑化を図る。しかしながら，ローパスフィルタ処理によって境界の鮮鋭度が
劣化するという問題があった。そこで本発明では誤差を除去しつつ境界情報を保持できる
類似度フィルタを適用する。
【００２９】
　図９に動きベクトル類似度フィルタの効果例を示す。ＲＯＩサイズ３×３を想定し，着
目ベクトルＩ０に対して，同方向の右上向きのベクトルが４つ，異なる右下向きのベクト
ルが４つの状況を仮定する。ローパスフィルタとして平滑フィルタを適用した場合は，着
目ベクトルを除いて右上向きベクトルと右下向きベクトルが同数であるため，平滑化処理
された着目ベクトルは中間の右向きになってしまう。
【００３０】
　特許文献３に記載された類似度フィルタは，着目画素と比較して輝度が近いＲＯＩ内画
素程大きな重みで荷重平均に加える事により，２次元輝度画像のノイズ除去とエッジ保存
とを両立できる方式として示されている。本発明では，二次元ベクトル分布をｘ成分（方
位方向）分布とｙ成分（ビーム方向）分布とに分解して，分布毎に類似度フィルタを適用
して，適用後のｘ成分分布とｙ成分分布とから平滑化ベクトル画像を構成する。ここで，
ｘ成分を実数成分，ｙ成分を虚数成分とみなせばベクトルは複素数として式（７）で表せ
る。ＲＯＩ内でビーム軸方向がｉ番目，直交する方位方向がｊ番目のベクトルＩｉｊのｘ
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成分Ａｘｉｊを実数成分，ｙ成分Ａｙｉｊを虚数成分に対応させれば数７で表現できる。
類似フィルタの処理は数８で示すように，着目ベクトルＩｏとの差に応じた重みＷｉｊで
Ｉｉｊの荷重積和を計算し，荷重値の総和で正規化することによって平滑化された着目ベ
クトルＩ０’を求める。このような処理によって，図９に示したように着目ベクトルＩ０

のエッジ情報劣化が回避できる。
【００３１】
　本発明の類似度フィルタは，三次元測定への拡張も可能である。三次元測定のやり方は
，例えば二次元配列型のアレイ振動子を使用し，ビーム方向及び方位方向と直交するスラ
イス方向に複数の断層画像データを高速に取得して直方体の三次元構造を再構成する。三
次元データのスライス方向のベクトル成分をＡｚｉｊｋとすると，着目ベクトルＩｉｊｋ

は数９で表される。
この場合の類似フィルタによる更新式は，三次元分布の荷重Ｗｉｊｋを用いて数１０で表
される。
【００３２】
　三次元ベクトル分布を決定した後は，二次元ベクトル分布と同様に固有値展開等の手法
でスカラー分布に変換し，例えば複数の二次元断面に分割して表示処理を行う。
【００３３】
　図１０に本発明の動きベクトル類似度フィルタのＲＯＩにおける処理手順を示す。まず
ベクトル分布を入力する。そして処理パラメータとしてＲＯＩサイズ，荷重分布の半値幅
を設定する。ここで，荷重分布としてはたとえば図１１に示すガウス分布の片側分布を使
用する。横軸は着目ベクトルＩ０とＲＯＩ内の他のベクトルＩｉｊとの差の絶対値であり
，差が大きい程荷重は小さくなる。分布形状は半値幅に応じて変化する。パラメータの設
定後，各二次元ベクトルを複素数化する。そして式（８）に従って新しいベクトルを算出
して処理を終了する。ベクトル分布においてノイズ成分を予めフィルタ除去処理する事に
より，スカラー分布へ変換後の精度向上が可能となる。
【００３４】
　特許文献２では，Ｂモード動画像とエラストグラフィ動画像との並列表示を行っていた
。動きベクトル分布情報にはエラストグラフィ画像の非線形要因による誤差が含まれない
ため，正確な挙動が示されている。しかしながら，ベクトル分布画像単独では，組織位置
との対応付けができない。そこで，Ｂモード画像にベクトル分布画像を重畳して合成表示
すれば視認性の高い診断画像を提供することが可能である。その処理手順を図１２（ａ）
に示す。最初にＢモード元画像を入力する。次にベクトル分布を算出し，それから元画像
と対応するベクトル分布とを合成表示する。
【００３５】
　図１３に合成画像の例（腫瘍症例）を示す。ベクトル分布を重ね合わせる事によって，
変化の大きさと方向が容易に把握できる。一方，視認性を向上させる方法として，Ｂモー
ド画像とスカラー分布画像とを合成表示することも可能である。その処理手順を図１２（
ｂ）に示す。図１２（ａ）との差異は，ベクトル分布を算出した後にスカラー分布に変換
して，元画像とスカラー分布とを合成表示する点にある。スカラー分布画像を合成するこ
とによって，特許文献１に示された着色エラスト画像と同様に，組織境界が分かりやすく
なり，輪郭がはっきり見える効果がある。図１２では画像合成する場合を説明したが，１
画像として合成表示する代わりに，２画像に分けて同時に並列表示することも可能である
。さらにエラストグラフィ画像と動きベクトル画像を合成表示，あるいは並列表示する方
法や，更にエラストグラフィ画像とＢモード画像と動きベクトル画像の３画像を並列して
表示することも効果的である。
【００３６】
　以上示した種々の表示方法は，装置操作者が装置パネル上に具備された切り替えスイッ
チで選択する装置構成が可能である。電源立上げ時のデフォルトの見やすい表示形態とし
ては，例えばＢモード画像とベクトル分布を合成した画面とスカラー分布のみの画面を２
画面並列表示する形態が考えられる。その際のスカラー分布画像の作成方式としては，診
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断目的（腫瘍判別，治療モニタリング）や対象症例に応じて適切な作成処理方式（ｒｏｔ
処理，ｄｉｖ処理，固有値処理，等）を予め設定し，各項目に対応した切り替えスイッチ
を具備させて，装置操作者が各項目を選択する方式が可能である。あるいはスカラー分布
の画像として，ＲＯＴ処理画像，ＤＩＶ処理画像，及び固有値処理画像の３種類を全て表
示して，合成画像（Ｂードとベクトル分布）と併せて４画面の並列表示をする形態も有効
となる。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本発明は医用超音波診断・治療装置以外にも，超音波を用いて歪みやずれを計測する装
置全般に適用可能である。
【符号の説明】
【００３８】
１．超音波探触子、２．ユーザインターフェース、３．送波ビームフォーマ、４．制御系
、５．送受切り替えSW、６．受波ビームフォーマ、７．包絡線検波部、８．スキャンコン
バータ、１０．処理部、１１．パラーメータ設定部、１２．合成部、１３．表示部。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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